
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

374 一
　般　講　演

溶液中に 長痔間放置 し て も状態変化を示 さ な い
。 ま

た，神経 」旦化黒 色素胞 をア ド レ ナ リ ン で 凝 集 させ た

後に ，K イオ ソ を作用 さ せ た 場合K も，速 か な 顆粒

の 拡散がみ られ る。こ の よ うな結果 か ら，黒色素胞

の 神径分布 に は ， 鱗 の 位置，ま た，同
一

鱗 で もそ の

位置 に よ り， 粗 密があ り，G 型 の 黒色素胞 は 神経分

布 を 欠 く。ま た ，K イ オ ン は 黒色素胞 に 直接働い て

顆 泣 を 拡散 させ る と思 わ れ る 。

メダカ 黒色素 胞の 漿集反応 に及ぼ すア ト

U ビ ン 及び抗 ヒ ス 〃 ミン剤の 影 響

片　 山　　平　三 　郎

　（広島大 ・理 ・動）

摘 出 し た メ ダ カ 鱗 の 黒色素胞 は 政 Ca ，　 Sr，　 Ba

等の 凝 集性 イ オ ン 及び ア ドレ ナ リ ン に よ っ
て そ の 顆

粒 が 凝 集され る が，10−3M ベ ナ ド リ
ー

ル ，
8．6 × 10−s

M ピ リ ベ ン ザ ミ ン 又 は L8 × 10層SM ア トロ ピ ン を

上 記撰 集性 イ オ ン 又 は 4・6 × 10−SM ア ド レナ リ ン と

共 に 作用 さ せ る と凝 集は 抑制 され る 。
K に よ る凝 集

を抑 制す る 効果 は ，
ベ ナ ド リ

ー
ル で は IO−eM

，
ビ リ

ベ ン ザ ミ ン で は 8．6 × 10−TM
で 認め られ た が M ×

10−5M ア ト ロ ビ ン で は 認め られ な か っ た 。

一度 こ れ

らの 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 又 は ア トロ ピ ン で 処 理 し た 黒色

素胞 を生 理 的堪類溶液 で 洗浄 して も， 凝集抑 制効果

は 残 っ て お り，凝 集性 イ オ ン を作用 させ る と顆 粒は

一度凝 集 して も再び拡散す る 。 こ の よ うな後作用は

ア トロ ピ ン の 場台 以 外，洗 浄を くり返す と次第 に そ

の 効 果が弱 くな る 。 摘出後10痔間以一ヒ生 理 的 塩 類溶

液 に 放置し た 神経 退化黒色素胞 の ア ド レ ナ リ ン に よ

る凝 巣 もこ れ らの 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 及 び ア ト ロ ピ ン rc

よ っ て 抑 制 され る 。

ニ ジ マ ス 匪の 黒色 素胞 の 反応

藤　　井　　良　　 三

　 （東大 ・理 ・動）

　ニ ジ マ ス （saljtro　irideus） は 受精後約 釦 日 で 孵

化す るが ，黒色素胞 は 贈化前約 7 日頃体表に 出現す

る 。 孵化前約 3 日 以後 の 胚 及 び孵化後 の 幼魚 の 黒色

素 胞 は 多くの 魚類の 成体 で 知 ら れ て い る の と同じ

く，交 流 ，
K ＋， ア ド レ ナ リ ン に 対 し 速畷 集反応

を 示す 。 こ れ に対し 出現後間 もない 黒色素胞 で は 交

流 又 は K ＋ で 刺 激 し て も色素凝 集は 起 らなv   こ の

時 期で も黒色素胞 に 直接作用す る と考え られ るア ド

レ ナ リ ン rc対し て ぽ速 い 反応 が 見 られ る こ とか ら黒

色素胞 自体 の 被刺激性 は既に発達して い る こ とがわ

か る 。

一
方，交流 及 び K ＋ が 神経 系 の 刺 激 を介す る

こ と に よ り凝集反応 を惹起す る こ とが示 さ れ ， 特 に

神経 を退化 させ た黒色素胞 で は 反応が全 く見 られ な

い こ とが明 か に さ れ て い る の で
，

こ の 出現当初 の 黒

色素胞 は 未 だ 神経 支配を受 けて い な い もの と考え ら

れ る 。 即 ち ニ ジ マ ス 胚 で は ま ず メ ラ ニ ン を持 っ た 黒

色素胞が体表 に 出現 し ， しか る後神経支配 が舜達す

る もの と推 論 され る 。

魚 類の 黒色素 胞の 調節機構 に対する放射

線の 影響　E

江 　　藤　　久　　美

　　（放医研 ・生）

　個体 の 調 節機構 に 対す る 放射線 の 作用 を調 べ る研

究の
一

部 と し て ，
フ ナ の 尾 ヒ レ の 黒色素胞標本 を 用

い て 実験 し た 。 黒色素胞 に 直接作用す る もの と して

10−5M ア ド レ ナ リ ン ，5 ・1〔戸 M ア トロ ピ ン を，神

経末端 に 作用す る もの と して M ／7．5KCI ，　M17 ．5Na

Cl を， ま た神経繊誰 に 対す る 刺激源と して 電気刺

激 （2V ，　 SO　cls
， 白金電極間隙 2mm ）を使 用 し た 。

照射群 と対照群 との 反応 の 比 を と る と，黒色素胞 自

身 の 反応性 は 凝集，拡散両過程共線量の 増加 と共 に

S 字状 に 減少 し ，
600kr 以上 で もなお 反応性が残 っ

た 。 神経末端 の 反応性は両過程共上方 K 凸な曲線で

減少 し ，
450kr で 消失 し た 。 凝集神経繊継は 240kr

で 反応性 が 消失 した が，拡散神経繊椎 に つ い て は 実

験で きな か っ た 。 以 上 の 結果，放射線 に 対し て 黒色

素胞，神経末端，神経繊椎 の 順に 感受性が高 くな っ

て い る と思 わ れ る。黒色素 胞凝集系は 低線域 （200

kr以 下） で 薬剤 に 対す る 反応性 の 高 t りが み ら れ た

が ， 拡散系 で は み られ なか っ た。

淡 水魚 ・ 両 生類の色 素顆粒の 性状 と微細

構 造

松本二 郎 ・小 比 賀正徽 ・ 波磨忠雄

　　　　　（慶大 ・生）

淡水産魚類 （キ ン ギ ョ ，
コ イ，ソ ー ドテ ィ ル ）及
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び両生類 （b ノ サ マ ガ エ ル
，

ヒ キ ガ エ ル ） の 色素細

胞 特 に メ ラ ノ フ ォ ア ー・キ サ ン ト フ ォ ア ーは 単 に

色素 と し て プ テ リ ジ ン 誘導体 を蓄積 し て い るば か り

で な く， そ の 代謝 の 場 と して も重要な役割 を果 し て

い る。そ こ で ， 色素細胞 の 微細構造 とプ テ リ ジ ン 誘

導体 の 細胞 内分布 を 調 べ た 。 材料 に は プ テ リ ジ ン が

色素 素材 とな っ て い る ソー ドテ ー
ル （赤 系統） の エ

リス ロ フ ォ ア を主 に 用 い キ ン ギ ョ
・ト ノ サ マ ガ エ ル

等の キ サ ン ト フ t ア ーの 結果 と比 較検討 され た 。結

果 と して ， ソー ドテ ール ・
エ リス ロ フ ォ ア の 赤色顆

粒 は O・　a5M 蕪 糖 溶液 に よ る 均質化及 び 分劃 で は ，

1000XG 附近 の 遠心力 で 比 較的均質な分劃 と し て 得

られ ， 皮膚 に み られ る プ テ リ ジ ン は こ の 分劃 に 特 異

的 に 検 出 さ れ た 。
こ の 顆粒 は 直径 0・5− O・6 μ の 球

型 で 同 心 円状 の 層状構造を 内部 に もち ， 両棲類 の キ

サ ン トフ ォ ア ーの 顆粒 に も同 様 な 構 造 が 認 め られ

た 。 キ ン ギ ョ の エ リス ロ 。キ サ ン トフ ォ ア の 細胞内

顆粒 の 微細構造 は こ h．ら の もの と異 り不規 則 な網目

状 の 内部構造を 示 した 。

フ ナム シ の refleeting 　pigment の 化学

的 特性に つ い て

永 　　野　　為 　　武

（東北大 ・川 内分校）

　甲殻 類 の 眼 中 色 素 3 種 は 神経分泌 ホ ル モ ン の 支配

下 で 光化学的運動 を 示す 。 そ の う ち ，
reflecting

pigment は ，従 来 グ ア ニ ン で あ ろ うと され て い た

が ， 最近 の 分析 で は ，疑問視さ れ る よ うに な っ た 。

　筆 者は フ ナ ム シ 2 種 （Ligia　 exotica お よ び L，

occidentalis ） に つ い て ，そ の refL 　p．の 微量抽 出

をお こ なh ，　 4 種 の 溶剤系 （うち prDpanol ： NH 弓

OH （1％）＝2 ： 1 と 3 ％ rgH
，
cl が 好結果 で あ っ

た）を用 い ，ペ ーパ ーク ロ マ ト グ ラ フ 法 で ，
こ の 色

素を 分析 し た 。 検出に は Minera ｝ight　M 。del　V −

411a 皿 p （東芝 螢 光検査灯 ，
　 Fi−3−S 型 も併用）を用

い ，
Rf 価 ＝ O．55

，
　 Bcckfi・an 　 spectr ・ ph ・t・ meter

で ， guanine を決定 。 他 に xanthopterine が 併在

す る こ と をみ とめ 得た 。

シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ
，
Hamarus ，　 Limulus の 他研究

の 結 果 を 比 較考察 して ，フ ナ ム シ の 眼中色素が 海生

型 よ り陸 上 型 へ の 移行型 の もの と い う見方が 可能 の

よ うに 思われ る。 　・t

昆虫脳ホ ル モ ン の 化学的 性状

市川　鵆 ・石崎宏矩

　（京大 ・理 ・
動）

　脳 ホ ル モ ン は ， 前胸腺を剌激 して 前胸腺 ホ ル 弋 ン

を分泌 させ る こ と に よ り，昆虫の 変態 を支配 す る神

経分泌性 ホ ル モ ン で あ る。

　カ イ コ 蛹 の 脳 か ら 脳 ホ ル モ ン を抽 出 し て そ の 化学

的性質 を調べ
， 蛋 白質ホ ル モ ン で あ る こ と を推論 し

た。

　活性物質 は 2 ％食塩水で 効率よ く抽 出され，非透

析性 を有す る。Pt　itよ る失活 は pH に よ っ ．て 著 る

し く異 な り， pH 　6・0 附近で 比 較的 安定 で あ る が，

よ り酸性側及び ア ル カ リ側 で は不安定で あ る。 60−

80％飽和硫 安，10％ TGA ，
70− 90％ ア セ トン で 沈

殿す る 。 蛋 白 分解酵素 の 作用 をみ た 結果 ，．ペ プ シ ン

・ト リプ シ ン 処理 で は 失活 しな い が ，ナ ガ ー
ゼ ・ プ

ロ ナ ーゼ 処 理 に よ り失 活 し た 。

ナ マ ズ 及びカ エ ル の 酸 に対する 味反 応 ．

立 　　田 　　栄　　光

　 （九大 ・理 ・生）

　所謂酸 に 対す る 味反応 が 水素イ オ ン の み に 乱っ て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 叉　

・1．．・
生ず る もの か を調べ る た め に ，切 りは な し た ナ マ ズ

の ひ げ及 び トノ サ マ ガ エ ル の 舌 に 連な る感覚性神経

か ら活動電位 を記 録 し なが ら各種 の 酸 に対す る 反応

を調べ て み た 。

　結果 は ナ マ ズ に 於て もカ エ ル に 於 て も蟻酸，酢酸，

プ ロ ピ オ ン 醜 酪酸等の モ ノ カ ル ボ ン 酸 に よ る 刺激

で 反応 を示す神経線組 は
，

こ れ らの 酸 の 水素 イ、オ ン

濃 度 と等 しい 塩酸 溶液 で は 反応 を 示 さ な か っ た 。

一

方，塩酸 に 良 く反応す る 線維 は 同 じ モ ル 濃度の カ ル

ボ ン 酸 で は 殆 ん ど反応を 示 さず ， 又 ， 適応が非常 に

速 か っ た 。
こ れ らの 事 か ら無機酸 と モ ノ カ ル ボ ン酸

の 感覚細胞 は 異 っ て お り，刺激 の 機構 も区別 し て 考

え られ なければな らな レ  酢酸 ナ トU．，ウ ム 溶液嫉何

等 の 反応 を 生 じな か っ た 事か ら， カ ル ボ ン 酸 は 未解

離 分子 の 形 で 刺激 と な る と 考え られ る 。．
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